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議　事　予　定
議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議
案説明）
議案調査
議案調査
議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）
議会運営委員会
本会議（代表質問・質疑）
　
　
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）
（議案常任委員会等付託）
常任委員会
常任委員会
　
　
常任委員会
議事整理
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任
委員長報告　予算関係議案
予算特別委員会再付託）
市町村合併に伴う新生活圏
づくり調査特別委員会
市町村合併に伴う新生活圏
づくり調査特別委員会
　
　
予算特別委員会
予算特別委員会
新たな県総合計画調査特別
委員会
議事整理
議会運営委員会
本会議（委員長報告、採
決、閉会）

　次回の、平成 年第１回定例県
議会は、２月 日から３月 日ま
での 日間の会期日程で開催され
る予定です。

厳密に審査し原案認定公営企業会計及び一般会計、特別会計平成年度

「
地
域
産
業
の
振
興
」
テ
ー
マ
に

県議会県民の意見を聴く会開催閉
会
中
の
常
任
委
員
会
活
動

議
会
人
事

　
一
二
月
一
日
に
永
年
在
職

者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
議
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

四
五
年
在
職

　
関
　
　
　
宗
　
長
　
議
員

二
五
年
在
職

　
松
　
浦
　
英
　
一
　
議
員

　
粕
　
田
　
良
　
一
　
議
員

一
五
年
在
職

　
飯
　
野
　
重
　
男
　
議
員

永
年
在
職
者
表
彰

地域産業の振興をテーマに開かれた県議会県民の意見を聴く会

　
予
算
特
別
委
員
会
委
員
長
が

空
席
で
あ
っ
た
た
め
、
一
二
月

一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
同

委
員
会
委
員
長
に
桜
井
富
夫
議

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成

一
六
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い

て
設
置
さ
れ
、
同
時
に
認
定
第

一
号
「
平
成
一
五
年
度
茨
城
県

公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
」

及
び
認
定
第
二
号
「
平
成
一
五

度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
」
の
付
託
を
受
け
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
決
算

審
査
を
翌
年
度
の
予
算
編
成
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
審
査
時
期
を
早
め
、
一
〇
月

一
三
日
か
ら
一
二
月
一
〇
日
ま

で
の
間
に
九
回
の
委
員
会
を
集

中
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
代
表
監
査
委
員
や

出
納
長
、
関
係
部
長
等
の
出
席

を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
決
算
書

及
び
関
係
書
類
に
基
づ
き
、
各

部
門
ご
と
に
詳
細
に
決
算
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
、
ま

た
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

を
参

と
し
て
、
予
算
が
議
会

の
議
決
の
趣
旨
に
則
り
、
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、
県

民
の
信
託
に
十
分
応
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
か
、
な
ど
の
点

に
留
意
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
論

議
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
主
な

事
項
は
、
公
営
企
業
会
計
で

は
、
水
道
料
金
の
地
域
格
差
の

是
正
、
友
部
病
院
の
抜
本
的
な

改
革
、
小
児
救
急
体
制
の
拡
充

整
備
、
任
意
団
体

へ
の
補
助
金
の
見

直
し
、
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
に
お
い

て
、
総
務
部
及
び

知
事
公
室
関
係
で

は
、
男
女
共
同
参

画
条
例
や
計
画
を

策
定
す
る
市
町
村

へ
の
支
援
、
高
校

に
お
け
る
男
女
混

合
名
簿
の
推
進
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ

イ
ト
事
業
の
派
遣

先
の
見
直
し
、
直

轄
事
業
負
担
金
改

革
に
係
る
国
へ
の

要
望
活
動
、
企
画

部
関
係
で
は
、
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

の
本
格
的
導
入
、

過
疎
地
域
に
お
け
る
事
業
費
の

確
保
、
過
疎
地
域
等
に
お
け
る

情
報
通
信
格
差
の
是
正
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
整
備
、
生
活
環
境
部
関

係
で
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
体
制
強
化
、
救
急
救
命
士
の

養
成
、
市
町
村
庁
舎
の
耐
震
化

と
自
家
発
電
設
備
の
設
置
促

進
、
県
立
自
然
公
園
内
の
開
発

行
為
の
住
民
へ
の
説
明
、
涸
沼

流
域
の
生
活
排
水

対
策
、
保
健
福
祉

部
関
係
で
は
、
県

立
医
療
大
学
卒
業

生
の
県
内
定
着
の

推
進
、
知
的
障
害

者
入
所
更
生
施
設

の
整
備
、
骨
髄
移

植
の
普
及
、
エ
イ

ズ
の
ま
ん
延
防
止

対
策
、
精
神
障
害

者
ピ
ア
・
ヘ
ル
パ

ー
の
養
成
、
保
育

所
の
待
機
児
童
の

解
消
、
精
神
障
害

者
施
設
の
整
備
、

商
工
労
働
部
関
係

で
は
、
緊
急
雇
用

出
基
金
事
業
廃

止
後
の
対
応
、
官

公
需
施
策
、
女
性

起
業
家
へ
の
支

援
、
労
働
相
談
事

業
の
Ｐ
Ｒ
、
農
林
水
産
部
関
係

で
は
、
直
売
所
の
拡
大
、
地
元

食
材
の
学
校
給
食
へ
の
活
用
、

農
業
集
落
排
水
事
業
の
検
証
、

土
木
部
関
係
で
は
、
高
速
道
路

料
金
の
割
引
の
制
度
化
、
安
全

快
適
整
備
事
業
終
了
後
の
対

応
、
県
営
住
宅
の
建
設
、
教
育

庁
関
係
で
は
、
不
登
校
児
童
生

徒
に
対
す
る
学
校
の
支
援
、
障

害
児
教
育
の
充
実
、
警
察
本
部

関
係
で
は
、
児
童
虐
待
事
案
の

通
報
体
制
と
そ
の
施
策
の
効

果
、
歩
道
車
道
分
離
式
信
号
機

の
設
置
推
進
、
会
計
文
書
の
誤

廃
棄
に
係
る
再
発
防
止
策
、
な

ど
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
部
局
毎
に
行
わ
れ

た
部
門
別
審
査
終
了
後
に
総
括

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
は
、
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

に
係
る
地
域
振
興
対
策
事
業
、

県
立
病
院
事
業
の
抜
本
的
な
改

革
、
な
ど
全
体
的
な
観
点
か
ら

の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
認
定

第
一
号
「
平
成
一
五
年
度
茨
城

県
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認

定
」
及
び
認
定
第
二
号
「
平
成

一
五
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び

同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
」
に
つ
い
て
は
、
予
算
の

執
行
及
び
決
算
は
、
い
ず
れ
も

そ
の
内
容
を
適
正
な
も
の
と
認

め
、
賛
成
者
多
数
を
も
っ
て
原

案
を
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
一
月
四
日
、
議
会
活
動
の

充
実
強
化
の
一
環
と
し
て
、
議

会
大
会
議
室
に
お
い
て
、
「
茨

城
県
議
会
県
民
の
意
見
を
聴
く

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
産
業
の
振
興
」
を
テ

ー
マ
に
、
県
内
各
産
業
界
を
代

表
す
る
一
五
名
が
、
議
会
か
ら

は
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会

・
予
算
特
別
委
員
会
・
新
た
な

県
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
一
六
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
主
な
意
見
と
し
て

は
、
高
品
質
ブ
ラ
ン
ド
米
の
作

付
け
、
経
営
感
覚
の
あ
る
後
継

者
の
育
成
、
生
産
者
の
発
想
に

よ
る
高
性
能
選
果
機
の
開
発
、

道
路
改
良
な
ど
公
共
事
業
の
重

要
性
、
新
製
品
の
セ
ー
ル
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
、
地
域
に
根

ざ
す
起
業
等
で
の
女
性
活
用
、

情
報
関
連
事
業
の
地
元
発
注
、

石
材
等
本
県
産
資
材
等
の
使

用
、
純
本
県
産
清
酒
等
の
循
環

型
地
場
産
業
の
育
成
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
視
点
で
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
、
文
化
財
・
歴

史
遺
産
の
活
用
、
商
工
会
・
商

工
会
議
所
の
体
制
強
化
、
職
業

教
育
に
お
け
る
私
立
学
校
の
重

要
性
の
認
識
、
県
に
お
け
る
民

間
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
情
報
の

蓄
積
及
び
共
有
化
の
推
進
、
産

業
政
策
・
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
重

要
性
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
か
ら
は
、
商
店
街
再
生

に
向
け
た
福
祉
・
医
療
・
教
育

環
境
の
整
備
、
農
業
法
人
に
よ

る
雇
用
拡
大
、
道
路
へ
の
石
材

使
用
の
提
案
な
ど
に
つ
い
て
質

問
や
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今

後
の
常
任
委
員
会
活
動
の
参

と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
で
は
閉
会
中
に

も
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

◆
委
員
会
の
開
催
◆

○
総
務
企
画
委
員
会

　
参

人
か
ら
の
意
見
聴
取

　
・
青
少
年
健
全
育
成
県
民
運

動
ほ
か

○
環
境
商
工
委
員
会

　
参

人
か
ら
の
意
見
聴
取

　
・
商
工
会
の
現
状
と
課
題

○
保
健
福
祉
委
員
会

　
参

人
か
ら
の
意
見
聴
取

　
・
食
の
安
全
・
安
心

○
農
林
水
産
委
員
会

　
参

人
か
ら
の
意
見
聴
取

　
・
消
費
者
や
実
需
者
が
い
ば

ら
き
農
産
物
に
望
む
も
の

ほ
か

○
土
木
委
員
会

　
参

人
か
ら
の
意
見
聴
取

　
・
屋
外
広
告
物
の
規
制

○
保
健
福
祉
・
環
境
商
工
委
員

会
連
合
審
査
会

　
参

人
か
ら
の
意
見
聴
取

　
・
少
子
化
対
策
と
育
児
保
険

◆
県
内
調
査
◆

○
総
務
企
画
委
員
会

　
・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
開
発
の
進

状
況
ほ
か

○
環
境
商
工
委
員
会

　
・
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設

の
概
要
ほ
か

○
保
健
福
祉
委
員
会

　
・
児
童
虐
待
等
の
相
談
へ
の

対
応
状
況
ほ
か

○
農
林
水
産
委
員
会

　
・
磯
崎
漁
港
海
岸
の
現
状
と

保
全
対
策
ほ
か

○
土
木
委
員
会

　
・
鹿
島

海
浜
公
園
の
整
備

状
況
ほ
か

○
文
教
治
安
委
員
会

　
・
鹿
嶋
警
察
署
の
治
安
対
策

の
状
況
ほ
か
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年　

新
春
を
迎
え
て

茨
城
県
議
会
議
長
海
野
透

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
本
紙
は
、
昭
和
四
二
年

刊
か
ら

本
号
で
一
五
〇
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
茨
城
県
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
方
分
権
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
国
と
地
方
の

あ
り
方
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
中
、
国
が

進
め
て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
に
対
す
る
地
方
の
強

力
な
運
動
展
開
や
、
市
町
村
合
併
の
進
展
等
、
地
方

は
、
独
自
の
視
点
と
自
己
責
任
に
立
脚
し
て
、
地
域

の
将
来
像
を
自
ら
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
一
二
年
四
月
に
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
、
地
方
分
権
の
推
進
は
本
格
的
な
実
行
の
段
階

に
入
り
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
決
定
権
が
機
関
委

任
事
務
の
廃
止
に
よ
り
、
大
幅
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
執
行
機
関
に
対
す
る
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
強
化
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
自
治
事
務
に
つ
い
て
、
広
く
議
会
の
条

例
制
定
権
が
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
地
方
公
共

団
体
の
意
思
決
定
に
お
け
る
議
会
の
果
た
す
役
割
と

責
任
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
議
会
が
自
主
性
と
自
立
性
を
高
め
、
真
の

地
方
自
治
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
、
茨
城
県
議
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
以
上
に
議
会
活
動
の

充
実
・
強
化
を
進
め
、
三
〇
〇
万
県
民
の
負
託
に
応

え
る
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
清
々
し
い
平
成
一
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


